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*イ ル カ 脳 油 中 の 高 級 側 鎖 脂 肪 酸―1

金 津 良 一 ・森 井 秀 昭 ・福 原 忠 信

  Studies on the Little Toothed Whales in the 

  West Sea Area of Kyushu-XVII 

About  higher  branched  chain  fatty acids in head oil of 

 little toothed  whale-1

Ryoichi KANAZU, Hideaki  MORII and Tadanobu FUKUHARA

  By means of gas-liguid chromatography, a study was carried out on the composi-

tion of fatty acids in oils of a porpoise (Neomeris phocaenoides), and it was discov-

ered that the content of higher branched chain fatty acids is so much as has never 

been observed in oils of higher animals. Most of these higher branched chain fatty 

acids exist as saturated 

 Calculating the equivalent chain lengths on gas-liquid chromatograms, it is 

considerd that these fatty acids are mostly of iso-series and partly anteiso-series 

of odd carbon number.

水産動物脂質に含まれる高級側鎖脂肪酸としては.Phytanic酸 のような多分枝鎖のも

の1)とisoお よびanteisoの ような単分枝鎖のものがあげ られ,い ずれも飽和脂肪酸と

して微量なが ら広く分布することが知 られてお り,こ れ らについてはACKAMNら2)の 報

告に包括的に示 されている.

著者 らはイルカ脳油に高等動物としては他に例を見ないほど多量に高級側鎖脂肪酸が含

まれることを見たので報告する.

本研究を行な うにあた り,有 益な御助言を頂いた本学部水江一弘教授に深謝の意を表 し

ます。

なお研究費の一部は文部省科研費によるものである。

実験方法およひ結果

試 料 油1968年12月 長 崎 市 水 族 館 よ り得 た ス ナ メ リ(Neomeris phocaenoides)の 頭 骨

上 部 脂 肪 組 織110gを 採 取 し,BLIGHら3)の 方 法 に 従 って メ タ ノール ・ク ロ ロホ ル ム混 液

で 抽 出 し,脳 油 約50gを 得 た.同 時 に 比 較 のた め 体 皮190gよ り体 皮 油74gを 得 た.こ れ

らの 特 数 をTable 1に 示 す.

菅本報告 の一部は昭和40年 度 日本水産学会秋期大会で発表 した
。
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Table　1． Charac七e’窒奄梼ｵics　of　oils　of　a　porp6ise

（Neo’meris　Phocaenoides）　．

　　　　　　　　　　　　　20
Refrac七ive　index　N
　　　　　　　　　　　　　D

Acid　value

Saponification　value

Iodine　value　（Wijs）

Unsaponifiables　（o／o）

Reichelt－Meissl　value

Head　oil

　1．4564

　0．61

296，1

43．5

　2．5

134．3

Body　oil

　1．4663

　1．08

235．1

87．2

　L9

48．9

　高級脂肪酸メチルエステルの調製　試料油約0．59をとり，常法によりけん化後，不け

ん化物を除き，脂肪酸を回収，得られた脂肪酸に10％三弗化棚素メタノール浴液10m1を

加えてエステル化を行なった．得られたエステルは減圧下で充分に揮発性脂肪酸エステル

を除いた．脳油からのエステルの収率は65％，体皮油からは85％であった．

　得られたエステルの一部約0．19をとり，ヘキサン10m1にとかし，白金黒を触媒とし

て，約3時間常圧で水素を通じて，水素．添加物を得た．
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Fig．　1． Gas－liguid　chromatograms　of　me七hyl　esters　of　higher

fa七ty　acids　and　i七s　hydrogena七ed　product　（do七ted

line）　in　head　oil　of　a　porpoise　（ATeomeris　Phocaenoi－

des）．Peaks　beyond　l7：1are　cu七．

　Colu　mn　：　5　mm　x　4m，　copper　sp　iral　tubing；　50／o

　　　　　　　　　　EGA　on　sillan一七reated　fire　brick；195。C

　Detec七〇r　：Hydrogen　flame　lonlzatlon　system　l
　　　　　　　　　　H2，　18ml／min．

　Carrier　gas　：　He，　15rril／min．
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　高級脂肪酸のGLC　機器は柳本GCG－500を用い，5％エチレングリコール・アジ

ペート（EGA）を固定相とした4mカラムを使用して行なった．

　なお脳油脂肪酸水素添加物については，さらに5％Apiezon一：L，　celitsr545を固定相と

した2mカラムを用い，225℃，水素炎H：230ml／min．，キャリアーガスHe　10ml／minで

行なった．

　EGAを固定相としたときの脳油脂肪酸およびその水素添加物のクロマトグラムの一部

をFig．1に示す．

　水素添加物に見られる10：0Br～17：0Brのピークは直鎖脂肪酸以外のものを示した．

なお17：1以上にはこれらに相当するピークは見あたらない．

　Fig　1に示されるように，水添前後における10：0Br～17：0Brのピークの大きさには

著しい変動は認められない．従って油脂中の10：0Br～17：0Brの成分は大部分飽和高級

側鎖脂肪酸のかたちで存在する．

　スナメリ油脂中の高級側鎖脂肪酸の含有量　高級脂肪酸の水素添加物のガスクロマトグ

ラムより計算した脂肪酸組成をTable　2に示す．

Table　2．　The　composition　of　hydrogenated

　　　　　higher　fatty　acids　in　oils　of　a

　　　　　porpoise　（Neomeris　Phocaenoides）　・

Fatty　acids

10：0Br

10：0

11　：　O　Br

11：0

12　：　O　Br

12：0

13：0Br
13：0

14：0Br

14：0

15　：　O　Br

15：0

16　：　O　Br

16：0

17　：　O　Br

17：0

18：0

20：0

22：0

Branched　chain
　FA　totals

Head　oil
　o／o

2
6
9
1
6
8
3
4
3
6
0
1
1
7
8
0
7
1
1

0
0
0
0
1
3
2
0
4
3
9
2
6
6
1
1
6
乞
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
9
4
　
　
　1

27．1

Body　oil
　o／o

＋
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See　Fig．　1
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　メチルエステルの油脂よりの収率は脳油で65％，三下油85％であるから，高級側鎖脂肪

酸の含有量は脳油中17．6％，体皮油差7．4％にほ5一一相当する．

　19：0Br～17：0：Brの成分のEqui▽alent　chain　length（E　C　L）　　MlwAら4）に

ならい，固定相をEGAおよびApiezon－しとしたときの脳油中の高級側鎖脂肪酸のEC

Lを計算し，比較のためKANEDA　5）の報告によるiso　12：0～iso　17：0のEC：しとともに

Table　3に示す．

Table　3．　Equivalent　chain　leng七hs　of　peaks　in　Fig．　l　and　in　chroma七〇gram

　　　　　on　Apiezon－L　as　sta七ionary　phase、　with　comparison　data　af七pr

　　　　　KANEDA5）　．

Peaks

10　：　O　Br

11：0Br

12：0Br

13：0Br

14：0Br

15：0Br

16：0Br

17：0Br

EGA　4m
column
　　190ec

Apiezon－L
2m　column
　2250c

9．65

10．57

11．52

12．55

13．56

14．56

15．57

16．57

10．68

11．68

12．68

13．64

14．63

15．64

16．64

Fatty　acids

KANEDA　5）

EGAO一騰一
KANEDA　5）

iso　12：0

iso　13：0

iso　14：0

iso　15：0

iso　16：0

iso　17：0

11．62

12．58

13，57

14．60

15．57

16．58

130一一260eC

KANEDA5）

11．6

12．6

13．6

14．6

15．6

16．6

See　Fig．　1

　この表に見られるように，EGAを固定相としたときの12：0Br～17：0Brの成分のE

C：Lはiso　12：0～iso　17：0のECLとよく一致する。またApiezon一：Lを固定相とした

ときのEC：Lは，　Apiezon－Mを固定相としたときのH：AwKEら6）によるデーターより計

算したiso　13：0～iso　17：0のEC：しとかなりよく一致した．

　Fig．1に示されたX1，　X2およびX3のピークの位置を推定し，そのECLを計算した

：結果，それぞれ12．71，14．75および16．72を示し，KANEDA　5）のanteiso　13：0，15：0お

よび17：0のEC：しすなわち12．72，14．74および16．73とほぼ一致する．

考 察

　以上のごとく，スナメリ（Neomeris　Phocaeuoides）の油脂には高級側鎖脂肪酸が多量

に含まれその大部分は飽和のiso型であって，そのほかに微量の奇数炭素数のanteiso

型のものが含まれていると考えることが出来る．

　また高級側鎖脂肪酸の個々について考えれば，炭素数15のものが著しく多量で全体の％

以上をしめ，炭素数が15以上および以下になるに従って減少することが特徴と言える．

　ただしWOLFEら7）および佐野8）の報告をみれば水産動物脂質中には不飽和の高級側

鎖脂肪酸の存在があげちれており，この点についてはさらに検討したい．

　また脱皮油は脳油に比べて著しく多量であるため，イルカ油脂全体としての高級側鎖脂

肪酸の含有量は体皮油中の含有量に近いものを考える必要がある．
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また試料油を採取 したイルカは水族館て飼育中に死亡 した ものてあるため,正 常なイル

カより得た油脂中の高級側鎖脂肪酸の含有量についてはさらに修正 されることも考え られ

る.

海産動物油脂に含 まれるisoお よひanteisoの 脂肪酸については,ACKMANら9)に よっ

て広範囲のテータか報告 されているか,そ の含有量は一般に微量て通常は05%以 下にす

ぎす,1%に 達するものは例外のようてある。

なお現在まてに当地て得 られた他種の2～3の イルカ脳油についてしらべた と こ ろ て

は,い すれ も多量の高級側鎖脂肪酸か見 られ,こ れ らの点より考えれば,高 級側鎖脂肪酸

か多量に含 まれることはイルカ油脂の通性 と考えられ る.

要 約

ス ナ メ リ(Neomeris phocaenoides)脳 油 につ い てGLCに よっ て脂 肪酸 組 成 を し らべ

た結 果,脳 油 中 に は 高等 動 物 と して は,ほ か に類 例 の な い ほ と多量 の 高 級 側 鎖 脂肪 酸 を検

出 した 。 また これ ら脂 肪 酸 の大 部 分 は 飽 和 脂 肪 酸 と して 存 在 す る。

な お カス ク ロマ トク ラム のEquivalent Chain lengthよ り,こ れ ら高 級 側 鎖 脂肪 酸 の

大 部 分 はiso型 に 属 し,そ の ほ か に微 量 の奇 数 炭 素 数 のanteiso型 の も のか 含 まれ る も

の と考 え る こ とが 出来 る.

文 献

1)佐 野 吉 彦 油 化 学,15,456～460(1966)

2) R  G ACKMAN, J C  SIPOS and C S TOCHER J  Fis Res Bd Canada, 24,  635-•-

  650 (1957) 

3)  E  G BLIGH and W J DYER Canadian J  Biochem  Physiol  , 37,  911-•.917 (1959) 

4) T K  MIWA, K L MIKOLAJCZAK, E R EARLE and I A WOLFE Anal  Chem  , 

   32,  1739-•-1742 (1960) 

5) T KANEDA J Bact , 95,  2210--2216 (1968) 

6) J C HAWKE, R P HANSEN and F B SHORLAND J  Chromatog  , 2,  547-,-551 

  (1959) 

7) D A WOLFE, H V  RAO and D G CORNWELL J Am Oil Chemists'  Soc  , 42, 

 633-,-637 (1955) 

8),11,  605-•-610 (1967) 

9) R G ACKMAN and J C  SIPOS Comp  Btochem  Physiol , 15,  445-.456 (1965)


